
Notes on the IEEE Std 1588-2002 (PTPv1) Implementation


in the DXD-8 and DXD-16


1. PTPv1とPTPv2の変換は、IEEE Std 1588-2008（PTPv2）の”18.互換性要件”の項で規定されている通りに実装されて

います。特にDXD-16は、1つまたは複数のポートでPTP v2を実行し、他のポートでPTP v1を実行するバウンダリクロック

として動作することができます。

2. DXD-8で動作させるには、”DXD8/PTP”フィーチャーキーをインストールする必要があります（これによりPTPv2とPTPv1
の両方が有効になります）。DXD-16で動作させるには、”DXD16/PTPV1”フィーチャーキーをインストールする必要が

あります（DXD-16ではPTPv2が常に動作します）。

3. PTPv1モードでのポートの動作は、PTPメニューのPORT CONTROLSで選択します。

PROFILE & VERSION "の項目で “PTP Version 1 “を選択します。

4. PTPメニュー”5.2 GRANDMASTER”での設定の違い：

(a)	  




(i)	
(ii)	

 



(4 →1, 5 → 2, 6 → 3, 7 → 1, 8 → 2, etc.).


(b)	  




PRIORITY 1 = 127	 …….	 Preferred Master Clock = TRUE 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ERROR

PTP Domain Number
exceeds PTP-V1 limit

Press Any Key to Clear



(c)	  




	 PRIORITY 2 = 127 (or less)	 …….	 Boundary Clock = TRUE 



5. Differences in settings for PTP Menu(s) “PORT TIMING”:


(a)

 









(b)

 














(c)

 









(d)
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PRIORITY 2 を変更しても、必ずしも動作上の相違が生じるとは限りません。




